
社会：ダイバーシティの推進

環境・経済

1,450百万円 非開示

継続した省エネ活動や設備

更新投資、業務工程の改善

活動への取り組み等による

CO2排出量の削減

CO2排出量(scope1・2)の

算定
2025年5月期 可視化

【2025年5月期】

2,008t-CO2

CO2排出量(scope1・2)の

削減
2029年5月期

5％以上

(2024年5月期比)
0.5%増加

目標
実績

達成時期 数値等

●

衛生的かつ高品質なリネンの

供給・再利用を通じた循環型

社会形成への貢献

サージカルリネン(手術用リネン

リユース)事業の売上高
2030年5月期 235百万円 非開示

病院・介護福祉施設および

ホテル・宿泊施設向けリネン

事業の売上高

2030年5月期

【インパクトに基づく取組内容とKPI】

取組内容 K P I

　　 バイオマスボイラーの稼働率向上など、脱炭素の取組みを推進してまいります。
■　また、当社が排出するCO2の可視化にも取り組んでおり、今後はCO2を排出しない

①リネンサプライ事業拡大を通じた健康衛生とサーキュラーエコノミーへの貢献

②環境負荷低減への取り組み

■　2025年5月期は、新規取引先確保を目指し、道内の医療機関や宿泊施設に
　　 対しさまざまな提案を実施しました。特に、サージカルリネンの取扱い拡大に
　　 より、医療用廃棄物の削減に貢献することができました。

【2025年5月期】

32%

【2025年5月期】

32.24%
旭川公共職業安定所管轄区

域における民間企業の障がい

者雇用率

毎年 3％以上
【2024年6月1日現在】

2.6%

30%超

柔軟な勤務体系の強化による

女性活躍の推進
役職者に占める女性比率 毎年 30%以上

　北海道健誠社さまが設定した目標・KPIは概ね順調に進捗しています。

　環境面においては、リユース事業を通じた産業廃棄物の削減を推進するとともに、自社におけるCO2排出量の算定をす

すめ、削減に向けた取り組みを行っています。

　また、社会面においても、これまでお取り組みされているダイバーシティ経営を継続的に推進しています。

　これらの取り組みにより、今後もさらなるポジティブインパクトの創出が期待されます。

　　 新たに設立し、今後10名程度の障がい者雇用をする計画となっております。
■　引き続き、ダイバーシティ経営を推進し、多様性のある職場づくりを行ってまいります。

【インパクトに基づく取組内容とKPI】

取組内容 K P I
目標

実績
達成時期 数値等

●

旭川管内における障がい者雇用

を促進するために他社に対して積

極的にノウハウを提供することによ

る、多様性・包摂性のある社会

実現への貢献

自社の障がい者雇用率 毎年

■　2025年5月期は、中小企業同友会が主催した障がい者と一般企業(15社参加)
　　 の人材マッチングへの参加などにより、地域全体の障がい者雇用の促進につながる
　　 取り組みを実施しました。また、当社として就労継続支援A型に該当する事業所を

クリーニング業を通じて地域社会に貢献する

「社会貢献」と「利益追求」は矛盾しない

経営方針

SDGs達成とインパクトへの取組み

経営理念

サステナビリティ経営への取組み

株式会社北海道健誠社 さま

北洋銀行 ソリューション部

北海道共創パートナーズ コンサルティング事業部


